
〈
そ
の
家
系
③
〉

文
明
社
会
の
華
族
に
列
し
て

　

～
夜
明
け
の
旗
、
父
久ひ
さ

宜よ
し

の
人
生
と
偉
業
①
～

　

加
納
久
朗
を
語
る
に
は
、
実
父
久
宜
の
71
年
の
生

涯
と
そ
の
大
き
な
足
跡
を
語
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。『
加
納
久
宜
集
』（
松
尾
れ
い
子
編
）
を
参
考
に

し
、適
宜
引
用
し
た
い
。（
引
用
を
お
許
し
く
だ
さ
っ

た
松
尾
様
に
御
礼
申
し
上
げ
た
い
）。

　

久
宜
は
、
嘉
永
元
年
（
１
８
４
８
）
３
月
19
日
、

筑
後
国
（
現
福
岡
県
南
西
部
）
三
池
藩
主
立
花
家

の
７
代
藩
主
種た
ね

善よ
し

の
弟
種
道
の
次
男
と
し
て
、
江

戸
・
藩
下
屋
敷
で
生
ま
れ
た
。
三
池
藩
は
外
様
大
名

で
１
万
石
の
小
藩
で
あ
る
。
父
種
道
は
文
武
両
道
に

秀ひ
い

で
質
素
倹
約
を
旨
と
し
謹
厳
で
学
究
肌
の
人
物
で

あ
っ
た
。
父
は
生
涯
薄
給
（
３
０
０
石
）
の
ま
ま
宗

家
立
花
家
に
仕
え
、
江
戸
本
所
五
ツ
目
に
広
が
る
三

池
藩
下
屋
敷
５
０
０
０
坪
（
１
坪
は
３
・
３
㎡
）
の

屋
敷
を
数
人
の
家
來
と
と
も
に
耕
す
「
晴
耕
雨
読
」

の
生
活
を
送
っ
て
い
た
。
次
男
久
宜
（
幼
名
嘉
元
次

郎
、嘉
永
元
年
に
生
ま
れ
た
次
男
と
の
意
味
だ
ろ
う
）

は
父
の
養
育
を
通
じ
て
、
働
く
人
へ
の
温
情
や
節
約

さ
ら
に
は
農
耕
へ
の
親
し
み
を
持
ち
な
が
ら
育
っ
て

い
く
。

　

突
然
、
烈
風
の
よ
う
な
悲
劇
が
少
年
を
襲
っ
た
。

安
政
２
年
（
１
８
５
５
）
10
月
の
安
政
大
地
震
で
両

三
国
志
や
水
滸
伝
を
愛
読
す
る
文
学
少
年
で
あ
り
、

体
は
弱
か
っ
た
が
、
外
遊
び
が
好
き
な
活
発
な
男
児

で
あ
っ
た
。
乗
馬
も
好
ん
だ
。
年
長
の
実
兄
種
恭
は

両
親
を
失
っ
た
唯
一
の
弟
久
宜
を
愛
育
す
る
。
兄
の

養
母
延
子
も
孤
児
を
快
く
迎
え
た
。
賢
兄
か
ら
の
影

響
は
甚
大
で
あ
っ
た
。

　
　
　

◇　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◇

　

兄
立
花
種
恭
（
天
保
７
年
（
１
８
３
６
）
―
明
治

38
年
（
１
９
０
５
））
は
、
三
池
藩
９
代
、
最
後
の

藩
主
で
あ
る
。
東
北
の
小
藩
・
下し
も

手て

渡ど

藩は
ん

（
１
万

石
、
阿
武
隈
山
中
の
寒
村
）
移
封
時
代
の
嘉
永
元
年

（
１
８
４
８
）
８
代
種た

ね

温は
る

の
養
子
と
な
り
、
翌
年
家

督
相
続
し
た
。
立
花
家
は
幕
閣
の
内
紛
に
巻
き
込
ま

れ
九
州
・
三
池
か
ら
遠
く
奥
州
・
下
手
渡
に
国
替
え

さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
旧
領
三
池
郡
の
う
ち
５
か

村
５
０
０
０
石
の
返
封
を
受
け
た
。
翌
年
出
雲
守
と

な
り
、文
久
３
年
（
１
８
６
３
）
６
月
幕
府
大
番
頭
、

次
い
で
９
月
に
は
若
年
寄
（
老
中
に
次
ぐ
重
職
）
に

昇
進
し
た
。
外
様
小
藩
の
大
名
と
し
て
は
異
例
の
出

世
で
あ
る
。
在
任
中
に
外
国
事
務
、
軍
政
事
務
、
勝

手
掛
、
会
計
奉
行
な
ど
の
要
職
を
兼
務
し
た
。
元
治

元
年
（
１
８
６
４
）
と
慶
応
元
年
（
１
８
６
５
）
の

再
度
の
長
州
征
伐
に
は
、
将
軍
に
供
奉
し
て
上
京
し

て
い
る
。
慶
応
４
年
（
明
治
元
年
）
正
月
老
中
格
と

な
り
、
わ
ず
か
に
１
か
月
足
ら
ず
で
２
月
に
は
す
べ

て
の
老
中
と
と
も
に
そ
の
職
を
免
じ
ら
れ
た
。
国
を

東
西
に
二
分
し
た
戊ぼ

辰し
ん

戦
争
の
最
中
で
あ
っ
た
。『
老

中
日
記
』（（
財
）
三
池
郷
土
館
復
刻
）
が
残
さ
れ
て

い
る
。『
日
記
』
は
若
年
寄
に
任
命
さ
れ
た
日
か
ら

記
述
が
始
ま
る
。
そ
の
内
容
か
ら
判
断
し
て
、
開
明

的
な
名
君
、
時
勢
を
読
め
る
将
軍
側
近
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
あ
る
ま
い
。　

　

種
恭
は
、
翌
明
治
２
年
三
池
藩
に
移
封
さ
れ
、
版

籍
奉
還
後
は
三
池
藩
知
事
を
務
め
た
。
廃
藩
置
県

後
は
東
京
に
移
り
、
宮
内
省
御
用
掛
な
ど
を
歴
任

し
子
爵
と
な
る
。
国
会
開
設
後
は
貴
族
院
議
員
と

な
り
、
藩
政
面
で
は
財
政
確
立
の
た
め
嘉
永
４
年

（
１
８
５
１
）
石
炭
山
経
営
を
請
負
制
か
ら
直
営
に

改
め
、
新
た
に
生
山
坑
を
開
発
し
た
。
安
政
４
年

（
１
８
５
７
）
藩
校
修
道
館
を
創
設
し
た
。

　
『
老
中
日
記
』
の
慶
応
３
年
（
１
８
６
７
）
８
月

16
日
の
項
に
「
弟
嘉
元
次
郎
儀
、
加
納
大
和
守
よ
り

急
養
子
談
、使
者
来
る
」と
あ
る
。大
政
奉
還
の
直
前
、

姻
戚
関
係
に
あ
る
上
総
国
一
宮
藩
（
１
万
３
０
０
０

石
）
の
藩
主
加
納
久
恒
が
22
歳
で
急
逝
し
後
継
ぎ
不

在
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
久
宜
は
懇
望
さ
れ
て
養
嗣

子
と
な
り
同
年
10
月
藩
主
と
な
っ
た
。
19
歳
の
青
年

藩
主
で
あ
る
。
一
宮
藩
の
構
成
は
家
老
２
人
（
江

戸
藩
邸
家
老
２
０
０
石
、
城
代
家
老
１
０
５
石
）、

御
用
人
４
人
（
65
石
か
ら
１
２
０
石
）、
御
用
人
格

２
人
（
江
戸
藩
邸
、
地
元
一
宮
、
45
石
と
70
石
）、

組
支
配
物
頭
２
人
（
60
石
、

１
０
０
石
）、
留
守
居
席
１

人
（
55
石
）、
大
目
付
席
２

人
（
55
石
）
…
。
久
宜
は
洋

式
の
兵
訓
練
と
し
て
フ
ラ
ン

ス
式
を
取
り
入
れ
た
。
こ
れ

も
兄
か
ら
の
影
響
で
あ
る
。

　
　
　
　

◇　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◇

　
「
内
憂
外
患
」
の
時
代
で
あ
っ
た
。
ペ
リ
ー
提
督

率
い
る
ア
メ
リ
カ
東
イ
ン
ド
艦
隊
が
伊
豆
・
下
田
に

入
港
し
て
鎖
国
の
長
夜
の
夢
を
破
っ
て
か
ら
国
内
の

情
勢
は
急
変
し
、
尊
王
攘
夷
、
公
武
合
体
、
倒
幕
な

ど
の
勢
力
が
四
方
に
起
っ
て
物
情
騒
然
と
な
っ
た
。

徳
川
幕
府
２
６
０
年
余
の
覇
権
は
大
き
く
揺
ら
い

だ
。
幕
府
は
３
年
12
月
突
如
と
し
て
譜
代
大
名
の
急

登
城
を
命
じ
、
大
評
定
の
後
京
師
（
京
都
）
に
幕
府

軍
の
援
軍
と
し
て
出
陣
を
命
じ
た
。
一
宮
藩
主
加
納

久
宜
も
出
陣
を
命
じ
ら
れ
た
大
名
の
一
人
で
あ
る
。

こ
の
間
の
政
治
情
勢
に
つ
い
て
、
久
宜
は
幕
府
首
脳

の
地
位
に
あ
っ
た
兄
種
恭
か
ら
密
か
に
情
報
を
得
て

い
た
。
種
恭
の
『
日
記
』
に
は
、
在
日
フ
ラ
ン
ス
公

使
レ
オ
ン
・
ロ
ッ
シ
ュ
と
接
触
し
て
内
外
の
情
報
を

収
集
し
た
り
軍
事
上
の
支
援
を
求
め
た
り
す
る
幕
末

の
生
々
し
い
動
向
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。

　

久
宜
は
加
納
家
の
封
土
（
一
宮
藩
）
を
受
け
継
い

で
日
は
浅
か
っ
た
が
、
幕
府
の
危
急
存
亡
を
傍
観
す

る
こ
と
に
耐
え
ら
れ
ず
、
数
百
人
の
藩
兵
を
率
い
て

品
川
で
和
船
な
ど
に
分
乗
し
て
出
航
し
た
。
向
か

う
先
は
遠
く
京
都
で
あ
っ
た
。
途
中
、
遠
州
灘
で

富ふ
じ
お
ろ
し

士
颪
の
暴
風
に
遭
遇
し
、
命
か
ら
が
ら
伊
豆
・
下

田
に
上
陸
し
た
。
天
城
峠
の
険
阻
な
山
路
を
越
え
て

行
軍
を
続
け
た
。
途
中
の
梨
本
の
宿
で
は
、
幕
府

韮に
ら
や
ま山
代
官
・
兵
学
者
江
川
太
郎
左
衛
門
が
陣
営
を

張
っ
て
お
り
、
薩
摩
藩
の
脱
走
兵
が
迷
い
込
ん
だ
場

合
に
備
え
て
警
戒
を
強
め
て
い
た
。
久
宜
一
行
は
薩

摩
藩
脱
走
兵
と
誤
認
さ
れ
て
江
川
の
農
兵
隊
に
襲
撃

さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
。
だ
が
加
納
家
の
親
戚
筋
に
当

る
旗
本
大
久
保
家
の
領
地
が
韮
山
付
近
に
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
こ
の
領
地
の
郡
代
が
「
大
久
保
家
の
縁
者

の
加
納
家
の
兵
卒
で
あ
る
。
味
方
で
あ
る
」
と
江
川

に
伝
え
た
結
果
、
江
川
は
加
納
藩
兵
へ
の
包
囲
網

を
解
い
た
の
で
あ
る
。

　

40
日
間
の
行
軍
の
末
に
、
尾
張
名
古
屋
ま
で
到

達
し
た
。
だ
が
幕
府
軍
は
鳥
羽
伏
見
の
戦
い
で
大

敗
を
喫
し
、
将
軍
慶
喜
は
大
坂
を
海
路
で
脱
し
て

江
戸
に
帰
還
し
た
と
の
情
報
を
得
て
、
撤
退
を
決

め
再
度
一
宮
藩
に
帰
っ
た
。
徳
川
家
か
ら
の
恩
顧

を
捨
て
て
朝
廷
側
に
つ
く
決
断
を
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。
天
下
の
大
勢
は
激
変
し
、
将
軍
は
政
権
を

奉
還
し
王
政
復
古
の
大た
い
し
ょ
う詔

が
発
せ
ら
れ
た
。
明
治

元
年
３
月
に
大
総
督
府
の
軍
が
駿
府
に
滞
陣
し
て

い
た
時
、
久
宜
は
４
月
に
籾も

み

２
０
０
０
俵
、
永
（
永

銭
）
２
５
０
貫
を
献
納
し
、
５
月
に
従
五
位
下
遠

江
守
に
叙
任
さ
れ
た
。
幕
府
側
の
大
名
と
し
て
出

処
進
退
を
誤
れ
ば
藩
の
滅
亡
に
陥
る
緊
迫
し
た
状

況
の
中
で
、
青
年
藩
主
久
宜
は
過
激
に
走
ら
ず
的

確
な
状
況
判
断
で
大
過
な
く
乗
り
越
え
た
。
兄
種

恭
か
ら
の
情
報
や
連
携
も
あ
っ
た
。

　
　
　

◇　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◇

　

久
宜
は
、
明
治
２
年
（
１
８
６
９
）
２
月
、
関

東
の
列
藩
中
率
先
し
て
版
籍
奉
還
の
建
議
を
江
戸

城
の
太
政
官
代
に
奉
呈
し
、
大
小
の
列
藩
は
こ
れ

に
倣な

ら

っ
た
。
二は

た

ち

十
歳
の
青
年
は
、
大
学
南
校
（
現

東
京
大
学
）
の
開
校
と
同
時
に
入
学
し
フ
ラ
ン
ス

語
を
学
ん
だ
。
公
卿
諸
侯
の
う
ち
南
校
の
学
生
だ
っ

た
の
は
、柳

や
な
ぎ

原は
ら

前さ
き

光み
つ

（
後
に
外
交
官
、元
老
院
議
長
）、

西さ
い

園お
ん

寺じ

公き
ん

望も
ち

（
後
に
政
友
会
総
裁
）、米よ

ね

津き
つ

政ま
さ

敏と
し

（
後

に
陸
軍
将
校
）
と
加
納
の
４
人
で
あ
っ
た
。
久
宜

の
欧
米
文
化
や
外
国
語
を
進
ん
で
修
得
す
る
精
神

は
子
息
久
朗
ら
は
も
と
よ
り
孫
の
代
に
ま
で
及
ん

で
い
る
。
彼
は
若
く
し
て
一
宮
藩
知
事
を
務
め
た

が
、
明
治
４
年
廃
藩
置
県
と
な
り
藩
知
事
を
免
じ

N
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●  

加
納
遠
江
守

加納藩下屋敷（『江戸東京散歩』より、旧安田庭園）
親
が
が
れ
き
と
猛
火
の
犠
牲
に
な
り
、
少
年
は
愛
す

る
父
母
を
亡
く
し
心
の
支
え
を
失
っ
た
。「
予
は
一

時
に
両
親
を
喪

う
し
な
って
併
せ
て
家
を
も
喪
ひ
た
る
不
幸
の

孤
児
と
な
っ
た
」（『
自
伝
』）。
数
え
年
８
歳
。
彼
の

終
生
変
わ
ら
な
い
弱
者
に
対
す
る
愛
情
や
強
く
生
き

る
決
意
は
、
少
年
時
に
両
親
を
失
っ
た
悲
惨
な
震
災

体
験
（
ト
ラ
ウ
マ
）
に
遠
因
を
求
め
ら
れ
る
。
彼
は

12
歳
年
上
の
実
兄
立
花
種た

ね

恭ゆ
き

（
後
に
幕
府
老
中
格
）

を
親
代
わ
り
に
し
て
、
藩
主
の
子
と
し
て
四
書
五
経

を
読
解
し
、
武
芸
を
修
得
し
て
い
く
。
勉
強
嫌
い
で

～
貴た

か

き
者
の
責
務
～
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ら
れ
た
。

　

再
三
の
欧
米
へ
の
留
学
希
望
は
親
族
の
反
対
で
果

た
せ
な
か
っ
た
。
だ
が
大
学
南
校
の
語
学
教
師
で
、

後
に
文
部
大
臣
森
有あ

り

礼の
り

の
右
腕
と
し
て
も
活
躍
し
、

最
初
の
文
部
省
次
官
と
な
っ
た
辻
新
次
か
ら
、
人
材

不
足
を
理
由
に
仕
官
を
奨
め
ら
れ
た
。
兄
種
恭
に
相

談
し
、
人
材
不
足
が
解
消
す
る
ま
で
を
条
件
に
、
明

治
６
年
11
月
、
25
歳
で
文
部
省
に
仕
官
し
た
。
八
等

出
仕
に
任
官
し
た
（
今
日
の
文
部
官
僚
・
課
長
補
佐

ク
ラ
ス
）。
文
部
省
時
代
に
は
、
石
川
県
巡
視
時
に
、

旧
加
賀
藩
以
来
の
士
族
中
心
の
教
育
で
あ
る
こ
と
を

鋭
く
指
摘
し
、
四
民
に
開
か
れ
た
近
代
教
育
へ
と
導

い
た
。
静
岡
、
山
梨
、
東
京
の
小
学
校
な
ど
合
計

１
３
９
校
を
巡
視
し
た
報
告
書
は
、
明
快
な
文
章
の

運
び
で
あ
り
、
ひ
と
目
で
分
か
り
や
す
い
表
も
添
付

し
て
い
る
。
論
理
的
な
思
考
方
法
を
既
に
修
得
し
て

い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
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「
華
族
の
学
校
」
で
あ
る
学
習
院
の
創
設
に
、
28

歳
の
久
宜
は
兄
種
恭
ら
と
と
も
に
深
く
関
わ
っ
た
。

教
育
と
人
格
を
重
視
す
る
、
同
時
に
進
取
の
気
象
に

富
む
彼
ら
の
家
系
を
確
認
す
る
う
え
で
重
要
で
あ

る
。
江
戸
後
期
に
京
都
に
設
立
さ
れ
た
学
習
院
は
、

当
初
公
家
の
子
弟
の
教
育
施
設
を
目
指
し
た
。
幕
末

の
尊
王
攘
夷
運
動
が
激
し
く
な
っ
た
頃
に
は
、
尊
王

攘
夷
派
の
少
壮
の
公
家
や
長
州
藩
士
ら
の
拠
点
と
な

り
、
諸
国
の
有
志
の
建
白
の
提
出
所
と
も
な
っ
た
。

王
政
復
古
の
大
変
動
に
よ
っ
て
、
学
習
院
の
組
織
も

根
本
的
に
改
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
一
時
大
学
寮

代
と
な
っ
た
。
だ
が
国
学
の
台
頭
に
よ
っ
て
皇
学
所

が
設
け
ら
れ
て
、
旧
学
習
院
は
漢
学
所
と
な
っ
て
並

立
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
東
京
に
遷
都
す
る
こ
と
に

１
月
生
ま
れ
、
著
名
な
農
学
者
、
キ
リ
ス
ト
教
牧
師
、

ア
メ
リ
カ
永
住
）。
四
女
國く

に

子こ
（
明
治
23
年
生
ま
れ
）。

五
女
八
重
子
（
明
治
24
年
８
月
生
ま
れ
）、
六
女
治は

る

子こ

（
明
治
25
年
８
月
生
ま
れ
、
国
務
大
臣
後
藤
文
夫

夫
人
）、
七
女
夏
子
（
明
治
26
年
９
月
生
ま
れ
、
実

業
家
麻
生
太
賀
吉
母
堂
）。
こ
の
他
立
花
家
か
ら
の

養
女
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
大
家
族
で
あ
る
。
夫

人
文
子
は
明
治
26
年
他
界
し
、
後
妻
と
し
て
旧
幕
臣

原
三
蔭
の
次
女
鎰い

つ
こ子
を
迎
え
て
い
る
。

　
　
　

◇　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◇

　

久
宜
は
、
明
治
12
年
全
国
一
の
規
模
を
ほ
こ
る
新

潟
学
校
校
長
に
赴
任
す
る
。
31
歳
。（
新
潟
県
は
明

治
26
年
ま
で
人
口
日
本
一
）。
同
校
は
中
学
、
実
学
、

外
語
、
男
女
両
師
範
、
付
属
小
学
校
の
６
部
に
分
か

れ
た
総
合
学
校
で
、
児
童
・
生
徒
数
が
多
い
う
え
に

校
風
も
バ
ン
カ
ラ
で
生
徒
が
ス
ト
ラ
イ
キ
で
学
校
当

局
の
方
針
に
対
抗
す
る
こ
と
も
ま
れ
で
は
な
か
っ

た
。
そ
の
た
め
校
長
赴
任
を
希
望
す
る
教
育
者
が
現

わ
れ
ず
、
久
し
く
校
長
が
欠
員
の
ま
ま
と
い
う
「
悪

名
高
い
」
難
校
で
あ
っ
た
。
加
納
は
赴
任
早
々
全
教

職
員
・
生
徒
を
前
に
決
意
を
表
明
し
た
。

　
「
も
し
君
た
ち
が
非
理
の
挙
を

敢あ
え

て
行
い
、不
法
の
行
動
を
と
り
、

学
生
の
本
務
を
誤
る
場
合
に
は
、

予
は
教
育
界
の
名
誉
の
た
め
に
、

４
０
０
人
や
５
０
０
人
程
度
の
学

生
を
放
逐
す
る
く
ら
い
な
こ
と
は

朝
飯
前
の
仕
事
に
過
ぎ
な
い
と
覚

悟
し
て
い
る
」

　

彼
は
学
校
の
経
営
に
大
改
革
を

加
え
、
熱
誠
を
込
め
て
教
育
に

当
っ
た
。
新
潟
学
校
の
粗
野
な
生

な
り
、
両
所

と
も
衰
退
し

て
一
旦
は
合

併
し
て
京
都

大
学
校
と
呼

ば
れ
た
が
、

明
治
３
年
に

至
っ
て
閉
鎖
さ
れ
た
。

　

明
治
政
府
は
、
明
治
２
年
６
月
諸
大
名
に
版
籍
奉

還
を
許
し
た
の
に
続
い
て
、
公
卿
・
諸
侯
の
称
を
廃

し
て
「
華
族
」
と
し
、
地
方
官
以
外
の
華
族
に
は
東

京
居
住
を
命
じ
た
。
明
治
４
年
10
月
、
明
治
天
皇
は

華
族
一
同
を
召
さ
れ
、
旧
制
を
一
新
し
て
列
国
と
肩

を
並
べ
よ
う
と
す
る
時
に
あ
た
り
、
華
族
は
率
先
し

て
才
智
を
研
き
勤
勉
の
実
を
挙
げ
る
べ
き
こ
と
を
諭さ
と

さ
れ
、
修
学
に
意
を
用
う
る
こ
と
を
教
示
さ
れ
た
。

　

華
族
の
多
く
が
孤
立
散
居
し
て
い
た
の
で
、
ま
ず

協
和
結
合
す
る
必
要
を
感
じ
、
明
治
７
年
に
華
族
会

館
を
設
立
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
資
金
を
拠
出
し
た
。
明

治
９
年
１
月
12
日
の
華
族
会
館
新
年
会
に
お
い
て
学

校
建
設
の
議
が
興
り
、
直
ち
に
建
設
の
準
備
に
着
手

し
た
。
同
月
19
日
に
は
、
華
族
立た

ち

花ば
な

鑑あ
き

寛と
も

（
久
宜
姻

戚
）、
同
立
花
種
恭
、
同
加
納
久
宜
の
３
人
が
長
文

で
具
体
的
な
学
校
建
設
の
建
議
に
「
華
族
学
校
設
立

大
意
」
を
添
付
し
て
提
出
し
た
。
建
議
の
中
で
立
花

ら
３
人
は
、
華
族
が
負
担
す
る
大
き
な
責
務
と
負
担

を
尽
す
た
め
に
は
、
大
き
な
教
育
を
授
け
る
必
要
が

あ
り
、
華
族
会
館
が
勉
学
局
を
設
け
た
理
由
も
そ
こ

に
あ
る
が
、
勉
学
局
の
ご
と
き
は
一
時
の
間
に
合
わ

せ
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
と
し
て
、「
速
や

か
に
体
裁
を
改
め
、
西
洋
各
国
の
貴
族
学
校
の
規
模

に
な
ら
っ
た
堂
々
た
る
華
族
学
校
を
設
立
す
べ
き
で

あ
る
」と
主
張
し
た
。
こ
う
し
た
意
見
に
基
づ
き「
華

族
学
校
設
立
大
意
」
が
作
成
さ
れ
具
現
化
さ
れ
た
。

徒
に
対
し
て
は
毅
然
と
し
た
対
応
を
貫
き
、
勉
学
を

愛
す
る
学
生
を
育
て
、
難
校
の
校
風
を
刷
新
し
た
。

自
ら
国
語
教
材
や
辞
書
の
編
纂
を
行
い
、
県
内
の
学

校
で
は
い
ち
早
く
図
書
館
を
設
置
し
た
。
彼
は
そ
の

後
赴
任
す
る
鹿
児
島
県
で
も
図
書
館
設
置
を
優
先
さ

せ
た
。
私
財
を
投
じ
て
も
図
書
館
の
建
設
を
進
め
る

の
で
あ
る
。　
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久
宜
は
、
明
治
初
期
教
育
に
功
績
を
挙
げ
た
後
、

明
治
14
年
（
33
歳
）
か
ら
13
年
間
法
曹
界
に
身
を
置

く
。
彼
は
学
校
長
と
し
て
地
方
勤
務
を
続
け
妻
は
同

伴
さ
せ
る
も
の
の
、
幼
い
子
供
た
ち
は
東
京
に
残
し

て
分
か
れ
分
か
れ
の
生
活
を
送
っ
て
い
た
。
家
族
を

二
分
す
る
生
活
に
養
育
上
の
不
安
や
不
自
由
さ
を
感

じ
て
い
た
。

　

政
府
は
刑
法
と
治
罪
法
（
今
日
の
刑
事
訴
訟
法
）

を
発
布
し
て
明
治
15
年
１
月
か
ら
実
施
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
全
国
の
府
県
に
裁
判
所
を
増
設
し
、
裁
判

官
の
大
増
員
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
久
宜
も
司
法

界
へ
の
転
身
を
慫

し
ょ
う

慂よ
う

さ
れ
た
。
法
律
の
こ
と
は
全
く

門
外
漢
だ
っ
た
。
だ
が
東
京
・
大
森
の
自
宅
（
東

京
府
荏
原
郡
入
新
井
村
新
井
宿
、
現
大
田
区
入
新

井
）
に
帰
っ
て
家
族
と
一
緒
に
暮
ら
し
、
勤
務
の
か

た
わ
ら
法
律
を
研
究
す
れ
ば
勤
ま
ら
な
い
こ
と
も
あ

る
ま
い
、
と
考
え
教
育
界
を
去
っ
て
法
曹
界
に
入
っ

た
の
で
あ
る
。
任
地
は
東
京
と
ば
か
り
思
っ
て
い
た

が
、
熊
谷
裁
判
所
勤
務
を
命
じ
ら
れ
、
意
外
な
任
地

に
、
司
法
当
局
に
対
し
て
苦
情
を
申
し
込
ん
だ
。
司

法
当
局
首
脳
か
ら
は
「
裁
判
官
の
席
次
は
位
階
順
だ

か
ら
、
従
五
位
の
肩
書
き
の
あ
る
君
を
東
京
に
置
け

ば
、
東
京
司
法
界
の
筆
頭
判
事
に
立
て
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
法
律
の
ほ
の
字
も
知
ら
な
い
駆
け
出
し
の

判
事
を
一
躍
東
京
司
法
界
の
筆
頭
に
持
っ
て
来
る
の

は
は
な
は
だ
滑こ
っ

稽け
い

で
、
君
も
困
る
だ
ろ
う
。
こ
ん
な

事
情
か
ら
法
律
修
習
の
間
、
東
京
に
近
い
熊
谷
裁
判

所
勤
務
と
し
た
の
で
あ
る
」
と
説
得
さ
れ
た
。
久
宜

は
、
１
年
限
り
の
地
方
勤
務
を
条
件
に
任
命
に
応
じ

た
。
こ
の
間
の
経
緯
を
、彼
は
「
手
記
」
の
中
で
「
生

涯
で
一
番
不
愉
快
千
万
な
時
代
だ
っ
た
」
と
回
顧
し

て
い
る
。
１
年
間
勤
務
し
た
後
東
京
に
帰
り
、
そ
の

ま
ま
司
法
大
臣
に
辞
表
を
提
出
し
た
。
司
法
大
臣
大

木
喬た

か

任と
う

は
驚
い
て
久
宜
を
大
臣
官
邸
に
招
き
一
旦
依

願
免
職
と
し
、
１
か
月
後
に
改
め
て
大
審
院
（
今
日

の
最
高
裁
判
所
）
検
事
に
任
用
し
た
。
今
度
は
加
納

が
恐
縮
し
て
、
大
臣
の
情
あ
る
は
か
ら
い
に
感
謝
し

以
後
職
務
に
精
励
し
た
。
久
宜
は
、
13
年
間
司
法
界

に
あ
っ
て
「
裁
判
官
ら
し
か
ら
ぬ
裁
判
官
」
と
し
て

異
彩
を
放
っ
た
。　

　

明
治
17
年
（
１
８
８
４
）
の
華
族
令
で
子
爵
に
任

じ
ら
れ
た
。
明
治
23
年
に
第
１
回
帝
国
議
会
が
開
催

さ
れ
る
と
貴
族
院
議
員
に
選
ば
れ
て
子
爵
グ
ル
ー
プ

の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
。
明
治
26
年
、
内
務

大
臣
井
上
馨
（
長
州
閥
の
雄
、
後
に
元
老
）
よ
り
、

鹿
児
島
県
知
事
就
任
を
打
診
さ
れ
、「
難
地
の
名
あ

る
地
方
の
知
事
た
る
は
誠
に
本
懐
こ
れ
に
過
ぎ
ず
」

（『
自
伝
』）
と
直
ち
に
快
諾
し
た
。
明
治
27
年
１
月
、

家
族
全
員
に
乳
母
２
人
を
加
え
総
勢
13
人
、
一
家
あ

げ
て
赴
任
す
る
。

（
参
考
文
献
：
千
葉
県
一
宮
町
教
育
委
員
会
蔵
「
加
納
家
史

料
」、『
加
納
久
宜
集
』（
松
尾
れ
い
子
編
）、『
学
習
院
百
年

史　

第
１
編
』、『
ア
メ
リ
カ
生
活　

６
０
年
、
在
米
同
胞
の

一
人
と
し
て
』（
加
納
久
憲
自
叙
伝
）、『
福
岡
県
百
科
事
典
』、

『
ふ
る
さ
と
今
昔
』（
上
総
一
ノ
宮
郷
土
史
研
究
会
編
）、『
一

宮
町
史
』、
筑
波
大
学
付
属
図
書
館
資
料
な
ど
）。

（
つ
づ
く
）。

子爵授与状（明治 17 年、宮内卿伊藤博文授与）
（一宮町教委「加納家史料」）

立花種恭　（学習院初代校長
時代、『学習院百年史』）

「
英
国
貴
族
の
子
弟
教
育
」（
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ス
ク
ー

ル
の
教
育
指
導
）
に
範
を
と
っ
て
い
る
こ
と
も
記
さ

れ
て
い
る
。N

ノ
ー
ブ
レ
ス

oblesse o

オ
ブ
リ
ー
ジ
ュ

blige

の
精
神
修
練
を
高

く
掲
げ
た
の
で
あ
る
。

　

同
年
８
月
、
宮
内
省
よ
り
明
治
10
年
か
ら
24
年

ま
で
の
15
年
間
、
毎
年
御
手
許
金
１
万
５
０
０
０

円
ず
つ
、
学
校
敷
地
と
し
て
神
田
錦
町
３
丁
目
の

７
９
９
０
坪
を
下か

賜し

さ
れ
る
旨
の
伝
達
が
あ
っ
た
。

明
治
10
年
10
月
17
日
学
習
院
の
開
業
式
が
行
わ
れ
、

明
治
天
皇
は
皇
后
（
昭
憲
皇
太
后
）
と
と
も
に
親
臨

さ
れ
た
。
初
代
の
校
長
は
立
花
種
恭
で
あ
っ
た
。
久

宜
の
次
男
久
朗
、
三
男
久ひ

さ

憲の
り

も
同
校
で
学
ぶ
こ
と
に

な
る
。
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◇

　

久
宜
は
、
文
部
省
退
任
後
、
地
方
視
察
の
際
に
昵じ

っ

懇こ
ん

の
間
柄
と
な
っ
た
岩
手
県
知
事
島し

ま

惟い

精せ
い

に
願
い
出

て
、
同
県
師
範
学
校
（
現
岩
手
大
学
教
育
学
部
）
初

代
校
長
・
岩
手
県
学
区
取
締
総
監
督
兼
務
に
就
任
し

た
。
教
科
書
を
作
成
し
、
冬
季
の
た
め
体
育
館
の
建

設
、
県
内
を
巡
視
す
る
な
ど
し
て
県
全
体
の
教
育
を

牽
引
し
た
。
こ
の
頃
、
旧
幕
臣
大
久
保
教
義
の
次
女

文
子
（
嘉
永
５
年
３
月
生
ま
れ
）
と
結
婚
し
た
と
思

わ
れ
る
が
、具
体
的
な
年
月
日
は
確
認
が
取
れ
な
い
。

　

こ
こ
で
家
族
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
く
。
長
女
嘉よ

し

子こ

（
陸
軍
中
将
武
田
三
郎
夫
人
）
が
明
治
11
年
10
月
に

生
ま
れ
た
。長
男
久
元
は
明
治
13
年
９
月
生
ま
れ
で
、

ジ
フ
テ
リ
ア
で
夭
折
し
た
。
次
男
久
朗
は
明
治
19
年

８
月
生
ま
れ
で
、
長
男
夭よ

う

折せ
つ

に
よ
り
事
実
上
の
加
納

家
嗣
子
（
後
継
者
）
と
な
る
。
次
女
次
子
（
明
治
15

年
３
月
生
ま
れ
）。
長
女
嘉
子
は
嫁
い
で
間
も
な
く

他
界
し
、
三
女
冲な

か

子こ

（
明
治
17
年
１
月
生
ま
れ
）
が

武
田
三
郎
の
後
妻
と
な
る
。
三
男
久
憲
（
明
治
22
年

・


